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小林   亮
P R O F I L E

KOBAYASHI, Ryo

02 03

　広島大学の小林亮教授は、生物が作り出すパ

ターンに興味があり、数理生命科学を専門とし

ている。粘菌を使って迷路の最短経路や最適な

交通網を作る共同研究では、2度のイグ・ノーベ

ル賞に輝いた。こうした研究と現在開発中のロ

ボットの研究についてお聞きした。

̶小林先生はどういういきさつで数理生命科学

という分野の研究に入られたのですか。

　もともと僕は自然界での自発的な構造形成に

興味がありました。自然を見ているといろいろ

な形が見られるけれども、なぜそういう形が出来

上がるのかが不思議でした。さらに同じ「自発的

構造形成」といっても、生物では何かの機能や情

報処理といったものが構造と結びついているは

ずで、その分、無生物よりおもしろい。僕はそれ

を数学的に理解したかったんです。

̶2度のイグ・ノーベル賞受賞で有名になった粘

菌（変形菌）の研究について教えて下さい。

　2008年のイグ･ノーベル賞では「粘菌が迷路

を解くことを発見した」ということで「認知科学

賞」をもらいました。なかなか粋なネーミングで

すよね。このときは中垣俊之さん（はこだて未来

大学教授、当時北海道大学准教授）、石黒章夫さ

ん（東北大学教授）、手老篤史さん（科学技術振興

機構さきがけ研究者）たち（他2名）と共同で受賞

しました。2000年に中垣さんがやった実験が

一連の研究の基になっています。僕は理論解析

と数理モデル構築を担当しました。

　この粘菌の実験では、まず迷路の形に切り抜

いたプラスティックのシートを寒天培地の上に

おいて、そこに粘菌を入れてやり、入口と出口の

2箇所に餌を置きます。すると最初は迷路全体

を覆っていた粘菌がある種の計算をして、最短

経路をつなぐようになります。

　よく考えるとこれは不思議ですよね。粘菌に

は人間や鳥みたいな目があるわけではないので、

迷路全体を見ているのではない。局所的な情報

に基づいた動きだけでうまくつながります。ど

うやっているのかを理解しようと思うと数理モ

デルが必要になります。まず問題を記述するた

めに迷路を、節点とそれを結ぶ線からなるグラフ

として書いてみます。すると数学的には「最短経

路探索問題」という、カーナビが計算している問

題と同じになります。カーナビに使われるダイ

クストラのアルゴリズムは点の数の2乗に比例

する時間で最適解を出すのに対し、粘菌流は1.3

乗で最適解が出せるんです。

̶粘菌の行動を見て、優れたアルゴリズムに気

がついたということですね。

　そうです。僕たちは「フィザルム・ソルバー」と

名づけていますが、粘菌は他にもいろいろな問題

を解くアルゴリズムを教えてくれます。

　例えば地図上の各複数の点を最短距離で結ぶ

「スタイナー問題」が解けます。厳密解法として

はメルザックのアルゴリズムというのがあるの

ですが、点の数が増えると解くのにかかる時間が

指数関数的（＝爆発的）に増えます（実はスタイ

ナー問題はNP完全問題だと分かっています）。

これを拡張版フィザルム・ソルバーで解くと、か

なり良い近似解が得られる。シミュレーション

してみると、だいたい7パーセントくらいの誤差

の解をリーズナブルな時間で出せます。

　さらに粘菌にはネットワーク設計の能力が

あって、道路や鉄道を粘菌流の方法で設計するこ

ともできます（図1）。これに関する仕事は最近

サイエンス誌に掲載され、2度目のイグ・ノーベ

ル賞受賞につながりました。単細胞生物とはいっ

ても、ネットワークを作ることについては粘菌の

ほうが何億年も先輩ですから、学べることはたく

さんあります。

　生物のような複雑なものをモデル化するとき

には、詳細に情報を盛り込むようにするか、それ

とも本質だけをできるだけシンプルに表現する

かという、二手があります。生物系の人はたぶん

前者でしょうね。僕は応用数学者ですから、後者

を好みます。粘菌の行動の本質を数学という溶

媒に溶かしだすことによって、ユニバーサルな、

様々な応用が可能な概念が取り出せるのです。

̶粘菌だけでなく、他の生物の研究もされてい

るそうですね。

　今、CRESTのプロジェクト（注1）のために、僕

の研究室ではミミズとかアワビを飼っています。

　このプロジェクトは、しなやかに動き、かつ未

知の環境にもリアルタイムで対応できる生物の

自律分散的な制御を、ロボットに取り込もうとい

う研究です。中垣さんが生物、僕が数学、石黒さ

んがロボティックスの研究者としてチームを組

んでいます。

　まず少数自由度の上位からの命令を元に、で

こぼこや石ころがあるような不規則環境でも自

律的に適応して移動ができるものを作ろうと考

えていて、すでに粘菌から取り出した制御則を

ヘビ型ロボットに注入した「Haubot-1」というロ

ボットが出来上がっています。アトムのような

すべてを自分で判断するロボットは無理だけれ

ど、鉄人28号みたいに、簡単な指示を受けると

自律分散処理をして歩く・飛ぶ・ケンカするとい

うロボットは将来的には、作れるんじゃないか

と思います。

　ロボティックスの研究者と組むと、自分たち

が考えたアイデアが現実のものとして動いて見

えるので、精神衛生上非常にいいですね。外部

の環境を単純化して与えてしまうコンピュー

タ・シミュレーションは、結局のところは「やら

せ」です。僕らの成果を本当に試そうとしたら、

本物の外部環境と相互作用する身体を作って、

そこに数理モデルを載せるしかないのじゃない

かと思います。

人々を笑わせて深く考えさせる
粘菌流アルゴリズム
News Letter 6号では「生物」と「経済物理学」に関係する研究テーマに
取り組む事業推進担当者4名の研究者にインタビューを試みた。
最初に、「生物」関係研究テーマに取り組む広島大学・小林 亮教授に話を聞いた。

Ryo Kobayashi Interview

小林
　亮

▶注1
CREST　生物ロコモーションに学ぶ大

自由度システム制御の新展開

http://www.team-kobayashi-crest.jp/

参考文献
中垣俊之：『粘菌　その驚くべき知性』

PHP研究所，2010
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図1  粘菌流で交通網を解くシミュレーションの様子
（手老篤史博士提供） 
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西森　拓
P R O F I L E

NISHIMORI, Hiraku

04 05

　広島大学の西森拓教授は砂丘の形を導く数理

モデルを作り、世界中から注目され、その後はア

リの集団に「鈍感なアリ」が交じると全体の生産

性が上がることを示した。西森先生の研究室で

は今、数千匹のアリを飼育して、その振る舞いを

観察している。ドライな物性の研究者が、なぜ

ウェットなアリの研究にたどりつくことになった

のか、広島大でお話を聞いた。

̶西森先生は、最初は物性の研究をされていた

そうですね。

　ええ、修士では東北大でアモルファスのように結

晶構造が大きく乱れた固体の構造の研究をしてい

ました。博士課程では、散逸構造や自己組織化と

いう概念を提唱したプリゴジン(注1)らとともに研

究を進めてきた東工大の北原和夫先生の研究室に

移り、北原研を訪れる各分野の人たちに接する中

で「散逸系の非線形ダイナミクス」という発展中の

分野の面白さを知りました。その後、京大の基礎物

理学研究所に博士研究員として採用され、小貫明

先生と共に2元合金の相分離現象を研究し、Chan-

Hilliard方程式を基に固体内の弾性相互作用の効

果を加えた方程式を用いて、相分離が途中で止まる

ケースがあることを見つけました。「ようやく研究

者としてまともな仕事ができた」と思ったものです。

　この1980年代半ばから90年前後は、非線形

科学の研究が世界中で急速に進展する時期でし

た。京大では様々な研究会が開かれて大学生や

若手スタッフが数多く参加し、活発な議論をして

いました。まさに新しい潮流が生まれつつある

感じでしたね。

　助手として茨城大に移る頃は、自己組織化臨界

現象という興味深い現象が、地震や砂山表面のな

だれなどの非平衡散逸系で見られることが話題

になっていて、私も砂のダイナミクスに興味を持

ちました。既にいくつか先行研究があったので、

何か新しい切り口が必要でした。そんな時に、学

内の書籍コーナーで砂丘のきれいな写真が表紙

の本を見つけたのです。「これだ！」と思いまし

たね。さっそくモデルを作って計算すると、砂面

上を吹く風がある速度を超すと風紋ができる、つ

まり風速によって分岐現象が起きることが分か

りました。さらに砂漠地帯でよく見られる大規

模な砂丘の形の再現もできました。この論文を

Physical Review Lettersに投稿したらすぐに掲載

されて、Nature誌のNews&Viewsにも取り上げら

れました。私自身は「こんな単純なモデルはとっ

くの昔誰かが考えているはずだ」と半ば掲載拒否

覚悟だったのです。それが研究者だけでなく海

外のマスコミからも多数問い合わせが来て驚き

ました。この砂山の研究は今も続けています。

̶それからアリの研究を始められたのですね。

　これは茨城大の時分に私が海外留学する機会

があって、日本に残した大学院生(山崎将人氏)が

一人で始めたものなのです。

　アリは餌が見つかると地面にフェロモンをつ

けて仲間にその道を知らせます。餌のばらまき

方によってフェロモンでできる道筋が変わりま

す。アリ自身には巣から餌までの道筋全体は見

通せないので、どんな道筋が採餌に最も効率的か

は分かりません。でも現実には効率のよい道筋

が作られています。この様子を再現する数理モ

デルを作りました。

　その後、アリの群れの中には、フェロモンに対す

る感度が低い個体が交じっているという話を聞

き、大阪府立大の大学院生（中川寛之氏）と共に、感

度が低く自分自身は巣にたどりつけない「鈍感ア

リ」を導入してみようと考えました。私は「鈍感ア

リを入れたら群れの採餌効率はどうなる？」と抽象

的な提案をしたのですが、彼は独自の工夫で面白

い結果を導き出しました、「鈍感アリ」を群れの中

に一定の匹数混ぜると、全体としてはかえって効

率的に採餌できるようになるのです。さらに面白

いのは、「中途半端に鈍感なアリでは逆効果で、徹

底的に鈍感でないと意味がない」ということです。

　これはある研究者から「確率共鳴現象」に近い

のではないか、と言われました。一定以上の外部

刺激があって初めて応答をする「しきい値系」で

は、センサーにノイズを加えることで、しきい値

以下の刺激でも応答ができるという現象がある

のです。鈍感アリをノイズとすると、このノイズ

が、新しい餌の発見や、出来上がった経路を捨て

てさらに良い経路を探しにいくという切り替え

の役割を果たしてくれます。同じ機構を人間の

聴覚の感受率向上に応用できるのではないかと

考えて、医学部の先生の助けも借りて人工内耳の

研究も始めました。

　広島大に移ってからは、モデルだけでなく、実

際のアリの行動を観察してみたいと思い、飼育を

始めました。画像解析技術を使って集団による

採餌行動の特徴や分業の様子を観察できないか

と工夫しているところです。まずは少数のアリ

の行動観察と画像解析から始めています。例え

ば3匹のアリでの「分業」や「三交代制」が見られ

ればと思っています。

̶現象数理学の役割をどう考えておられますか。

　現象の理解には、再現できるモデルを作るだけ

ではなく、その過程で、現象が発生するためのロ

ジックを鮮明にすることが不可欠です。モデル

を超えて基本的な機構や概念を抽出できれば、既

知の現象の記述に留まらずに予測や他の現象へ

の応用が可能になります。

　研究は探検にも例えられます。とくに、現象数

理学では、ナイフ一本でジャングルを進むような

やり方も有効です。新しい分野を開拓する醍醐

味ともいえます。確立した方法論に乗っかり、ハ

イウェイを飛ばすようなやり方を教えるだけで

は新しい分野を担う人は育ちません。学生たち

とはいつも一緒に探検をしているつもりで「新し

い発想（餌）にどうやってたどりつけるか」を、ア

リの気持ちになって手探りし続けています。

固体の構造から砂丘やアリの研究へ
次のインタビューは、「生物」に関係する研究テーマに取り組む
広島大学・西森 拓教授に話を聞いた。西森教授は、モデリング班に所属し、
協同現象のモデリングおよび解析の研究を行っている。

Hiraku Nishimori Interview

西森
　拓

参考文献
I・プリゴジン：『存在から発展へ―物理

科学における時間と多様性』

みすず書房，1980

注1
イ リ ヤ・プ リ ゴ ジ ン（Ilya Prigogine, 

1917年1月25日 - 2003年5月28日）。

ロシア出身のベルギーの化学者・物理

学者。散逸構造の理論で1977年のノー

ベル化学賞を受賞。散逸構造とは例え

ば水を温めたときにできる対流渦のよ

うに、平衡状態でない開放系の中に、自

己組織化によって生まれる定常的な構

造のことを指す。
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若野  友一郎
P R O F I L E

WAKANO, Yuichiro

06 07

　若野友一郎准教授の研究は、生物進化を説明

するための数理を作ることである。生物進化

の解明には2つの理論「包括的適応度理論」と

「Adaptive Dynamics理論」が有力だが、最終的に

はこの2大理論を統一することを目標に研究を

進めているという。

̶若野先生のご専門の数理生物学だそうですね。

現象数理学とはどうつながるのですか。

　現象数理学とは、私の理解では現象の理解に数

学の力を積極的に使おう、数学の面白さから現象

に迫ろう、という学問だと思っています。つまり現

象のほうに興味がある人が、その研究のために仕

方なく数学を使う、というのではなくて、数学の面

白さからサイエンスに貢献しようと言う学問だと

思います。一方、数理生物学は、生物現象を数学

でモデル化して理解しようという学問です。です

ので、現象数理学とほとんど同じ理念を持つ学問

分野ですが、強いて違いをあげるなら、生物現象に

より強い興味があるのか、数理により強い興味が

あるのかという違いだといえばいいでしょうか。

　生物に数学が入ってきたのはつい最近で、学会

（数理生物学会）も10年ほど前に出来たばかりな

のですが、今、急速に発展しつつあります。物理

学者のマインドを持つ人が、物理に比べて未開拓

の領域の多い生物学に参入して来ているという

印象があります。

　私はもともと京大の生物科学専攻の出身で、大

学院では京大の生態学研究センターに所属して、

山村則夫教授の指導で行動生態学を研究してい

ました。行動生態学には進化に関わる研究が多

いのですが、その中でも現象寄りのものと数理寄

りのものがあります。個人的に数理寄りの研究

に興味があったのでそちらに進み、数理生物学の

研究をするようになったのです。

̶なるほど。では最近の「生物進化の2大理論の統

一的理解」という研究（注1）について教えてください。

　これは生物進化の2大理論である「包括的適応

度理論」と「Adaptive Dynamics理論」を統一する

進化理論を構築するための準備となるものです。

　包括適応度理論は1967年にウィリアム・ドナ

ルド・ハミルトン（William Donald Hamilton）が

となえたものです。ダーウィンは「生物の進化は

個体レベルで起きる」と考えたのですが、社会性

昆虫では働きアリのように子孫を残さない個体

がたくさんいます。つまり自然選択が個体レベ

ルで働くという説とは、一見矛盾しています。そ

ういう種における進化をうまく説明したのが包

括的適応度理論で、血縁関係にある他個体を助け

ることで、その子孫を多く残すことができれば遺

伝子を多く残せる（可能性がある）という考え方

をします。つまり進化は、個体レベルというより

は、遺伝子のレベルで起きるということです。

　一方で同時期に発展を遂げた進化ゲーム

理 論 を 拡 張 す る 形 で、1990年 代 にAdaptive 

Dynamics理論が生まれました。これは１つの種

が２つの異なる種へと分岐する過程（種分化）を

うまく説明する理論です。

　研究者の中ではこの2つの理論を巡って活発

な論争が起きています。特に包括的適応度理論

に対しては「数学的な厳密さを欠いている」、つま

りかなり直感的な部分がある、という強い批判が

あります。私も、包括的適応度理論から出てくる

結果の正しさは認めていますが、やはり数学的精

緻さがもっと必要だろうと思っています。

̶包括的適応度理論のどこが厳密でないのですか？

　理論の根幹部分が言葉に頼っているのです。

他の分野、例えば物理学ならば基礎理論として

ニュートンの運動方程式があって、力と質量（慣

性質量）と加速度が厳密に定義されていて、そこ

からエネルギーなどが導かれています。包括的

適応度理論では、そういう基礎的な方程式はない

のに、微分や積分をしてエネルギーのような量が

導かれているのです。

　そこで私は、直感を含んだ今の包括的適応度理

論を整理して、科学の共通言語である数学に翻訳

しようと思っているのです。もちろん直感を数

学で書き表すのは非常に大変なのですが、かなり

一般的な現象について使えて、しかも数学的に厳

密なモデルを作ろうと考えています。

̶さきがけの研究課題のほかには、ネアンデルター

ル人から現生人類への交替が起きた原因を調べる

学際的な研究プロジェクトにも参加されていますね。

　ええ。そのプロジェクト（注2）にはその名前の

通り様々な分野の研究者が参加しています。数

理では東大の青木健一教授をリーダーに、MIMS

から現象数理学者として私が参加しています。

さらに自然人類学はもちろんのこと、脳科学、古

気候学の研究者も加わっています。

　ネアンデルタール人と新人（現生人類）では何

が違うのかを考えたときに、これまで支配的だっ

た仮説は「言語」の有無でした。つまりネアンデ

ルタール人は言語を使っていなかったのではな

いかと考えられていたのです。それに対して私

たちは「個体が持っていた学習能力が違ったから

ではないか」という新しい仮説を立て、それを検

証しようとしています。

「̶旅が新人の進化を促した」という仮説も提唱

しておられます。

　そうです。石器などを調べると、アフリカで生ま

れた新人の祖先が、他地域に分散し始めて、アフリ

カを出るときに、爆発的に高度な石器が現れはじ

めた、ということが証拠として挙げられます。私た

ちは、「新人はより強い環境変化の刺激を受けるこ

とで大きく進化したのではないか」と考えて、その

数理モデルを作っています。この説の最初の論文

は既に青木先生と中橋さん（GCOE-現象数理PD）

が発表していますが、これからさらに新しい発表が

あるはずです。

生物進化の2つの基礎理論の統一に挑む
インタビュー3人目は、「生物」に関係する研究テーマに取り組む
若野友一郎准教授に話を聞いた。若野准教授は、モデリング班に所属し、
マクロ生物系・生態系のモデリングおよび解析を行っている。

Yuichiro Wakano Interview

若野
友一郎

▶注1
科学技術振興機構の戦略的創造研究推

進事業 個人型研究（さきがけ）の「生命

現象の革新モデルと展開」で平成21年

度に採択された「生物進化の2大理論

の統一的理解」。

▶注2
新学術領域「ネアンデルタールとサピ

エンス交替劇の真相：学習能力の進化

に基づく実証的研究」

参考文献1
リチャード・ドーキンス：『利己的な遺

伝子』

紀伊國屋書店，1991

参考文献2
海部陽介：『人類がたどってきた道―

“文化の多様化”の起源を探る』

NHKブックス，2005
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所 属・役 職： 先端数理科学インスティテュート所員
 明治大学研究・知財戦略機構客員教授
専 門・学 位： 経済物理学とフラクタル、理学博士・名古屋大学
班・研究内容： モデリング班・経済物理学

高安秀樹
P R O F I L E

TAKAYASU, Hideki

08 09

　高安秀樹教授は最新の詳細なデータとカオス

やフラクタルの理論を元に経済を実証的に解析

する「経済物理学」を創始し、基礎理論を作り上

げた。経済物理学の普及のために、その解説書

の執筆や来期からの学生指導の準備などでお忙

しい中で、取材させていただいた。

̶高安先生の経済物理学とはどんなものです

か。　 物理学の歴史では、何度か劇的に応用が

広がる時代がありました。大航海時代に精緻な

観測データによって天文学が書き換えられたよ

うに、新たな現象が見えるようになると過去の経

験則を覆す新しい学の構築が進みます。経済の

世界はまさに今そうした変化が起きています。

前世紀の終わりから今世紀の初めにかけてコン

ピュータを介した取引が取り入れられ、経済デー

タが観測しやすくなったのです。以前は日次の

平均などしか採れなかったのですが、取引ごとに

タイムスタンプつきのティック・データが収集で

きるようになりました。為替の世界では毎日1

万回、6.7秒に1度の取引がありますが、その全て

を発注から成立まで観測できます。

　これまでの金融工学は、観測の制約があったた

めに、数学・確率論に基づいて理論を構築してき

ましたが、経済物理学では根本からデータに基づ

く形で理論を再構築しています。

　例えば価格の上下(+ -)は、金融工学では過去の

履歴に依存せずに確率2分の1で起きると想定し

ますが、実際に観察したデータから見ると、+++が

ある程度以上続くと、次には+が出やすくなると

いう性質が見えます。これはディーラーがトレ

ンドに追随しようとするためだと考えられます。

また、いわゆる裁定機会は存在しないということ

が金融工学の土台ですが、データからはその存在

が簡単に確認できます。ノーベル経済学賞の対

象にもなったブラック・ショールズ・モデルは、現

実から離れた理想的な条件でしか成立しません。

パニック心理が影響する暴騰時や暴落時には使

えませんし、全般的にリスク評価が小さ過ぎま

す。マンデルブロ(米エール大学名誉教授)も、リー

マンショックの少し前に「禁断の市場」という本

で「金融工学は、晴れた日にしか航海できない豪

華客船を作っている」と警告していました。

̶では、今までの経済学はなんだったのでしょうか?

　マクロにはニュートン力学がそのまま使える

のと同様に、荒っぽく見れば、これまでの経済学

は大部分そのまま使えます。金融工学は市場の

変動の95%のケースについては正しい評価をし

ていますが、5%を見逃しています。その5%の中

に、暴騰暴落などの重要な事象が含まれるので

す。その欠点を認識せずに100%正しいと思っ

ていたことの歪の蓄積が、リーマンショックのよ

うな形で爆発するのです。

　経済物理学では暴騰や暴落なども含めてリア

ルタイムに現象を記述できる、実務的なものが出

来てきています。

　例えば、為替については、共同研究者でもある

伴侶の高安美佐子准教授の研究室(東工大)が中

心になって開発中のPUCK (Potential Unbalance 

Complex Kinetics)モデルは、金融工学がカバーし

ている局面はもちろん、暴騰や暴落時でも動力学

的効果を考慮することで現象をかなり有効に記述

できます。そして最近では、前兆と思える現象を

見出せるようになってきています。また、ロバート・

エングル(米ニューヨーク大)がノーベル経済学賞

を受賞したアーチ(ARCH)モデルが、PUCKモデル

から自然に導出できることも分かっています。さ

らに、ミクロな世界だけでなく、マクロな極限であ

るインフレ現象にもPUCKモデルは適用できます。

̶経済物理学をみんなが使ったり、逆張りを始

めたらどうなりますか。

　よく聞かれる質問です。そもそも市場には様々

な目的を持った人が集まっていますから、全員が

全く同じ戦略を取る市場は存在しえません。そ

れでも、投機的な売買で利益を上げようとする人

の多くが同じモデルを使うようになるとそのモ

デルが価格を決める主因になるので、さらにその

一歩先を読んで一瞬でも速くオーダーを出す人

が利益を上げるようになります。つまり、経済物

理モデルに限らず、金融市場のモデルの開発競争

は激化し、市場価格の変動にどれくらい速く反応

できるかが問題になるでしょう。

　ICAP(注1)によると、ドル-円取引では最近コン

ピュータによるアルゴリズム取引が50パーセン

トを超えたそうです。アルゴリズム取引は欧米の

金融機関が技術的に先行しており、日本は今遅れ

を取り返そうとがんばっているところです。経済

物理学はアルゴリズム取引が主流になった現在の

市場でも有効です。リアルタイムで市場の性質を

見る手法については、少なくともアカデミックなレ

ベルでは私たちは欧米より少し進んでいます。

　経済学者の方との共同研究も進めており、例え

ば、エングルの弟子である伊藤隆敏先生(東京大学

公共政策大学院副院長・東京大学大学院経済学研

究科教授)とは既に幾つか共著の論文を書いてお

り、経済学と物理学のギャップは埋まりつつありま

す。MIMS内では中村和幸さん(MIMS特任講師)

と共同研究をしています。統計数理のバックグラ

ンドを持つ中村さんの視点で経済物理モデルを定

式化することで、モデル自体を進化させ、さらに他

分野への応用の可能性が広がると期待しています。

̶今後はどんなことに関心をお持ちですか。

　これまでは主に価格変動の分析を研究してきま

したが、今後はもっと大きな視野として、経済成長

を前提としない定常的な社会を実現するための経

済物理学を考えています。既存の経済システムは、

金利に象徴されるように全体的な成長を前提とし

ているので、定常的な社会とは整合しません。企

業の財務データなどを考慮した上での金利を想定

しない融資方法が基本になると考えています。

経済学を書き換える経済物理学
インタビュー4人目は、「経済物理学」に関係する
研究テーマに取り組む高安秀樹客員教授に話を聞いた。
高安客員教授は、経済物理学とフラクタルを専門とする。

Hideki Takayasu Interview

高安
秀樹

▶注1
ICAP：世界最大の外国為替仲介業者。

ICAPではアルゴリズム取引と人によ

る取引を分けて扱っており、その集計

ができる。

参考ビデオURL
「GCOEレクチャーシリーズ『経済物理

学～基礎から最先端の話題まで～』」

（全4回）

http://ex-server.muc.meij i .ac. jp/

Mediasite/Catalog/pages/catalog.

aspx?catalogId=62178c0b-da03-49c8-

bc36-02ab5f682625

参考文献1
ベノワ・B・マンデルブロー，リチャー

ド・L・ハドソン：『禁断の市場　フラク

タルでみるリスクとリターン』

東洋経済新報社，2008

参考文献2
高安秀樹：『経済物理学の発見』

光文社，2004

参考文献3
所眞理雄，由利伸子：『天才・異才が飛び

出すソニーの不思議な研究所』

日経BP社，2009
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グローバルCOEプログラム「現象数理学の形成と発展」の発展的継続、
そして研究機関MIMS（先端数理科学インスティテュート）との連携を推進するため、
教育研究機関として先端数理科学研究科が誕生します。

※2010年7月現在届出手続中。名称その他計画に変更が生じることがあります。明治大学大学院 先端数理科学研究科 現象数理学専攻 開設へ 2011年4月予定

現象数理学の研究には、「モデリング」「シミュレーション」「数理解析」の修得が不可欠です。そのため、本研究科では複数教員による研究指導を行います。

① 博士前期課程…「複数研究指導制」 
正指導教員2名および副指導教員2名による複数指導制により、広がりをもった研究指導を行います。

② 博士後期課程…「チームフェローによる複数指導」 
学生の研究テーマに応じて、上記3分野から1名ずつ、合計3名の正指導教員がチームフェローを組み、多面的研究指導を行います。

グローバルCOEプログラムが本研究科の先行ランナーとして「現象数理学」を推進しています
　グローバルCOEプログラムは、平成14年度から文部科学省において開始された「21世紀COEプログラム」の評価・検証を踏まえ、その基本的な考え方
を継承しつつ、我が国の大学院の教育研究機能を一層充実・強化し、国際的に卓越した研究基盤の下で世界をリードする創造的な人材育成を図るため、国際
的に卓越した教育研究拠点の形成を重点的に支援し、国際競争力のある大学づくりを推進することを目的とする事業です。　明治大学では、グローバル
COEプログラム「現象数理学の形成と発展」が、<数学，物理学，地球科学>部門において2008年度に採択され、現象数理学の教育・研究拠点として活動し
ています。これは私学の中で唯一という快挙です。本研究科は、グローバルCOEプログラム「現象数理学の形成と発展」の中心となる教育機関です。数学
系に限れば、東京大学・京都大学・九州大学・明治大学が採択されています。

社会に貢献する数理科学を目指して
研究科からのメッセージ

「現象数理学」を研究する上で重要なキーワードは、「モデリング」。複雑な現象を紐解いて真の姿を探るためには、「数理モデル」
が必要です。その数理モデルをつくりだすことをモデリングと言います。本専攻では、多彩な現象に触れることにより、モデリ
ング能力を培っていきます。現象数理学専攻では、「モデリング」「数理解析」「シミュレーション」を教育の３本柱としています。
本専攻で学べる多彩な内容はホームページをご覧ください。(http://www.meiji.ac.jp/ams/index.html)

■ 研究の紹介

■ 教員紹介

■ 入試日程

区分 出願期間 入学試験実施日・
試験会場 合格発表日

Ⅰ 期入学試験
〔博士前期課程〕外国人留学生 2010年 7月27日（火）～

 7月30日（金） 2010年
9月18日（土）
明治大学・生田校舎

2010年
9月22日（水）

〔博士前期課程〕一般・社会人 2010年 8月18日（水）～
 8月23日（月）

Ⅱ 期入学試験

〔博士前期課程〕外国人留学生
〔博士後期課程〕Ａ方式（外国人留学生）
　　　　　　　Ｂ方式

2010年 12月13日（月～
12月15日（水） 2011年

2月2日（水）
明治大学・生田校舎

2011年
2月4日（金）

〔博士前期課程〕一般・社会人
〔博士後期課程〕Ａ方式（一般）

2011年 1月11日（火）～
1月13日（木）

複 数 指 導 制

先端数理科学研究科長（就任予定者）　　　　三村昌泰グローバルCOEプログラム拠点リーダー

　急速に発展した工学・科学技術の革新によって我々は多大な恩恵を受けると同時に温

暖化・砂漠化・大気汚染など環境が大きく変わっただけでなく、経済も激しく揺れ動いて

います。百年前にはこのような事態を予想することができたでしょうか？

　我々を取り巻く社会には、脳・免疫系・インターネット・経済変動・社会の発展など、不

確定なゆらぎのもとに、ダイナミックに変動しながら発展していく複雑システムとなっ

ています。これらのシステムがもつ複雑さは、要素の数が非常に多いというだけでなく、

要素からいくつかの階層が形成され、それらが複雑に絡み合ってシステム全体を形成し

ているところにあります。このシステムを解明するためには、「なぜそのような現象が起

こるのか」という疑問から出発し、その現象を、モデリングによって数理的な言葉に翻訳

し、得られたモデル（数学の問題）を数学という道具を用いて解析することによって性質

を明らかにし、対象とする現象を理解・解明そして応用しようとする現象数理学に強い

期待が寄せられています。本学は2007年、先端数理科学インスティテュート（MIMS）

を設置し、「社会に貢献する数理科学」を展開してきました。

　その実績に基づき、2008年度グローバルCOEプログラム「現象数理学の形成と発展」

が採択されました。その発展的継続、そして研究機関であるMIMSとの連携を推進する

ための教育研究機関として誕生したのが先端数理科学研究科です。本研究科を担当する

教員陣は、現象数理学という方法論を駆使して、非線形非平衡の数理・数理生物学・数理

医学・数理ファイナンス・数理人間科学等の数理科学の発展に貢献してきた実績を持っ

ています。

　本研究科の理念は先端的な数理科学に寄せられる社会のニーズに応えるために、社会

とのかかわりを重視した現象数理学を実践することにより、高度化・複雑化する社会に

おいて本質を見抜く能力と数理科学的技術を身に付け、国際的にも活躍できる有為な人

材を育成・輩出する教育研究拠点です。

博士前期課程

現象数理学研究 I ～ IV

現象数理学セミナー A, B

現象モデリング要論

現象科学計算要論

現象数理解析要論

非線形非平衡の数理概論

データ解析概論

数理生物学概論

科学リテラシー概論

三村昌泰　「生物系に現れる自己組織化現象の数理」

刈屋武昭　「価値創造ERM（エンタープライズ・リスクマネジメント）」

小川知之　「時空パターンの解析」

上山大信　「生物・非生物のパターン形成機構の解明」

中村和幸　「海洋・地盤・経済現象におけるベイズ型データ解析」

岡部靖憲　「数理ファイナンス・地球物理現象の時系列解析」

杉原厚吉　「錯覚を手掛かりとした知覚認識と芸術支援」

二宮広和　「拡散・伝播とパターン構造の数理」

若野友一郎　「生物の進化と生態の数理」

池田幸太　「パターン形成問題の数理的解析」

教授／工学博士・京都大学　専門分野：現象数理学

教授／PhD・ミネソタ大学，理学博士・九州大学　専門分野：金融工学　※博士後期課程のみ担当

教授／博士（理学）・広島大学　専門分野：力学系理論　※2011年4月着任予定

准教授／博士（理学）・北海道大学　専門分野：応用数値解析

講師／博士（学術）・ 総合研究大学院大学　専門分野：統計科学

教授／理学博士・大阪大学　専門分野：時系列解析と確率過程論

教授／工学博士・東京大学　専門分野：幾何数理工学

准教授／博士（理学）・京都大学　専門分野：非線形偏微分方程式

准教授／博士 (理学)・京都大学　専門分野：数理生物学

講師／博士（理学）・ 東北大学　専門分野：反応拡散方程式

※入学試験種別・入学定員・試験科目等、詳細はホームページをご覧ください。(http://www.meiji.ac.jp/ams/index.html)

現象幾何計算特論

力学系特論

時系列解析特論

現象確率論特論

金融数理特論

社会数理特論

現象数理学演習

先端数理科学研究総合講義 A, B

Mathematical Sciences Integrated Lecture C, D

博士後期課程

現象数理学研究

現象数理学提案型プロジェクト研究 I, II

先端数理科学 A, B

Advanced Mathematical Sciences C, D

■ 設置科目
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2010年度現象数理若手プロジェクト3件を採択しました。

　グローバルCOEプログラム（現象数理学の形成と発展）では、

2010年度現象数理若手プロジェクトとして次の3件を採択し

ました。

　・ 中橋渉 研究推進員（現象数理PD、MIMS研究員）の「家族性
の進化の現象数理学」（アドバイザー（事業推進担当者）：若
野友一郎、若手共同研究員：堀内史朗）

　・ 野津裕史 研究推進員（現象数理PD、MIMS研究員）の「反応
拡散系の自己組織化機構を利用したメッシュ生成手法の開
発」（アドバイザー（事業推進担当者）：上山大信、若手共同研
究員：山口将大）

　・ 池田幸太 （研究・知財戦略機構　特任講師）の「コーヒー抽出
における熱湯の浸透と流速　～おいしいコーヒーの淹れ方
の探究～」（アドバイザー（事業推進担当者）：上山大信、若手
共同研究員：友枝明保、木下修一）

の3件です。

●「家族性の進化の現象数理学」は、現生人類への進化の過程で

チンパンジーなどに見られる乱婚から、より配偶関係の固定し

た一夫一婦制に近い家族性を備えるようになったのはなぜか

を、数理モデルの構築と解析によって解明します。一夫一婦制

への進化については近年、数理モデルによる先行研究がいくつ

か発表されていますが、複数のオスが群れを作らずにいて、代わ

る代わる単独でメスの前に現れた場合に、メスがどう振舞うか

を仮定していました。今回のプロジェクトでは、オスが群居し

て互いにメスをめぐって直接に争いあう状況を想定します。そ

してどういう条件がそろえば、それぞれのオスが自分以外のオ

スの配偶関係を尊重するようになり、集団内にいくつもの家族

が出現するのかを考えます。

●「反応拡散系の自己組織化機構を利用したメッシュ生成手法

の開発」は有限要素法による解析をする際に重要なメッシュ作

成を最適化する手法を提案します。有限要素法に使うメッシュ

は、計算対象の物体や領域の形状が急に変わるところは目を細

かくしたいといったニーズがあります。普通は個別に対応した

メッシュを生成するのですが、本プロジェクトでは反応拡散系

が持つ自己組織化機構を使うことで、1つの手法でユニバーサ

ルかつ高速なメッシュ生成を可能にすることを狙っています。

今回は反応拡散系の中でもGray-Scottモデルに注目します。

このモデルは1つのスポットからスタートし、時間が経つと領

域内をスポットで埋め尽くすようなパターンを生成できます。

●「コーヒー抽出における熱湯の浸透と流速」は、ドリッパーを

使ってコーヒーを淹れる様子を数理モデル化し、薄すぎず濃す

ぎず、雑味のないコーヒーを生む条件を解明します。コーヒー

の粉に熱湯が浸透する様子について、偏微分方程式系の連続モ

デルと、格子を使った離散モデルの2つを作り、粉の粒度やド

リッパーの形、そしてお湯を落とす速度によって、お湯が浸透し

ていく様子がどう変わるかを調べます。この結果を基に実際に

浸透実験を行い、最適な抽出方法やそれを実現するための器具

を開発する予定です。

■先端数理科学Ⅰ「渋滞と数理」講義概要
　明治大学大学院各研究科横断型カリキュラム「先端数理科学Ⅰ」

が、2010年8月2日から5日にかけて、駿河台キャンパス紫紺館を会

場にして開講されました。今日の社会では、「渋滞」と呼ばれる現象

がいたるところで見られますが、この渋滞現象を横断的に理解する

試みはまだ少ないのが現状です。そこで本講義の前半では、古典的

な交通流のダイナミクスにおける渋滞現象に注目し、様々な数理モ

デルにおける数理解析を中心に講義が行われ、その仕組みを色々な

角度から深く理解すると共に、後半では、数理モデルの応用として、

経済、気候変動、粉粒体、バクテリア、パケット通信ネットワーク、物

流・輸送ネットワークなど、様々な渋滞現象が見られる分野の最先端

で活躍する講師陣を招き、分野横断的視点からオムニバス形式の講

義が行われました。

　本講義には、本学のみならず他大学からの聴講参加があり、非常に

有意義な集中講義となりました。以下に、受講者の感想を掲載します。

先端数理科学Ⅰを受講して
　「先端数理科学Ⅰ　渋滞と数理」を受講してまず一番に感じたこと

は、渋滞現象の多様さです。車の渋滞だけではなく、経済、気象、イン

ターネット、物流、生物の群れ、生体内など身近なところで渋滞現象

が発生していることを知ることができました。特に印象に残った現

象はインターネットのパケットの渋滞現象です。

　インターネットのパケットは車と同様に詰まります。しかしパ

ケットは、車と異なり、ある程度時間がたつと送信ミスが起こったと

判断されて消去されます。車や生物の渋滞現象と異なり、渋滞を起

こすものを消せるという点が非常に印象的でした。またTCPシミュ

レータを使った実験や大学間での通信実験を用いて数理モデルを検

証し、また数理モデルからあらかじめ何をコントロールすれば、結果

がどうなるかを予測することがまさに数理モデルを用いた議論らし

くて、感銘を受けました。しかも、このパケットを消去するアルゴリ

ズムを改善することにより、通信速度がかなり改善されるというこ

とを予測したことに感心しました。TCPは昔からある通信方式なの

で、改善し尽くされていて、これ以上効率良くならないものかと思っ

ていたからです。

　多様な渋滞現象についてセルオートマトンの理論や微分方程式を

用いることで、共通の数理的な記述が可能であることも印象に残り

ました。特にセルオートマトンを使ったASEPの理論は高校生でも

わかるくらい単純であるにもかかわらず、渋滞現象について数理的

な説明をできることが特に印象深かったです。

　さらに、ASEPとBurgers方程式の関係について強い関心を持ちま

した。なぜならBurgers方程式は独立変数、従属変数ともに連続的で

あり、ASEPはすべての変数が離散的であるからです。どちらも渋滞

現象を記述できるという点でなんらかの関連があるのだというのは

直感的にはわかります。しかし実際にASEPから漸化式を作り、差分

方程式を導出し、極限を取ることでBurgers方程式が導出できること

に驚きました。現象の本質をついてモデル化をおこなえば、連続モ

デルでも離散モデルでもその間に相互関係があるのだという事実に

改めて数理モデルの奥深さを知りました。

　もう一つ印象に残ったことは、今回の講演をされた方々のバック

グラウンドが多種多様であったことです。数学、流体、素粒子、統計

物理、工学など一見関係のない分野のエキスパートが一堂に会して

いることが、「渋滞学」が学際的であり、社会からも要請されている研

究であるということがよく伝わりました。

　「先端数理科学Ⅰ」ではセルオートマトンのような数理の基礎的な

ことから、交通渋滞の大規模な実験まで多くのことが学べて、良い刺

激を得ることができました。今回の講義で学んだ数理的手法、実験

データを見る方法、渋滞学の知識を自分の研究に生かしていきたい

と思います。

三好寿幸（龍谷大学理工学研究科M2）

活 動 記 録

教育・研究活動
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16:20 -17:50　�「企業の統計性とネットワーク構造」ネットワークと

その周辺の数理

第 4 回「経済物理学」
開催日：7月26日

会場：明治大学生田校舎中央校舎6階0610教室

16:20 -17:00　�「金融・経済危機のメカニズムと数理科学からの対

策」金利を想定しない融資システムなど

●「非線形時系列に対する現象数理学の発展」シンポジウム
世話人：�岡部靖憲（事業推進担当者） 

中村和幸（MIMS研究員）

第 7 回「複雑系現象の時系列解析 7」－経済・物理現象－
開催期間：2010年7月29日〜30日

会場：明治大学駿河台校舎大学会館8階第三会議室

7月29日

10:00 -11:30　�「大規模イベント駆動システムのデータ同化」 

中村和幸・明治大学、MIMS研究員

13:00 -14:30　�「商品の販売データに潜むダイナミクス変化の可視

化（２）」 日高徹司・明治大学大学院

15:00 -16:30　�「数値解析法とKM2O- ランジュヴァン方程式論」　松

浦真也・愛媛大学

7月30日

10:00 -11:30　�「構造変化を持つ時系列モデルに対する情報量規準」

二宮嘉行・九州大学

13:00 -14:30　�「黒点・太陽風・地磁気・オーロラ・地震の時系列の構

造抽出（６）」 

岡部靖憲・明治大学、事業推進担当者

15:00 -16:30　�「岡部理論による時系列の構造抽出と高速フーリエ

変換（５）」 四方義啓・名城大学

第 8 回「複雑系現象の時系列解析 8」－物理・数論・経済現象－
開催期間：2010年9月30日〜10月1日

会場：明治大学駿河台校舎アカデミーコモン2階A5会議室

9月30日

10:00 -11:30　�「反応拡散方程式へのデータ使用に向けて」 

池田幸太・明治大学、MIMS研究員

13:00 -14:30　�「T-正値性を持つ定常過程に付随するハミルトニア

ンとその応用」 

岡部靖憲・明治大学、事業推進担当者

15:00 -16:30　�「カウントデータに対する階層構造をもつ多変量時

系列モデル」 照井伸彦・東北大学

10月1日

10:00 -11:30　�「大規模・高頻度時系列に対するSSA解析」 

中村和幸・明治大学、MIMS研究員

13:00 -14:30　�「黒点・太陽風・地磁気・オーロラ・地震の時系列の構

造抽出（７）」　 

岡部靖憲・明治大学、事業推進担当者

15:00 -16:30　�「岡部理論による時系列の構造抽出と高速フーリエ

変換（６）」　四方義啓・名城大学

●現象数理若手シンポジウム
第 6 回「現象数理学と数理社会学の対話」

開催期間：2010年7月27日〜28日

会場：明治大学生田校舎第二校舎A館A401教室

世話人：堀内史朗（GCOE-現象数理PD）

7月27日

14:00 -15:00　�「打算抜きの道徳のシミュレーション」 

中井　豊・芝浦工業大学

15:20 -16:20　�「社会学における集合論の利用：質的比較分析を中心

に」　石田　淳・関西学院大学

16:40 -17:40　�「社会的格差生成・維持の数理メカニズム」 

瀧川裕貴・総合研究大学院大学

7月28日

09:40 -10:40　�「集団の垣根を越えた社会」 

堀内史朗・明治大学研究推進員、GCOE-現象数理ポス

トドクター（PD）

11:00 -12:00　�「再分配における自由・平等・効率の関係：ゲーム理論

的分析」 武藤正義・芝浦工業大学

13:00 -14:00　�「弱い集団選択によるサンクションの進化」 

大浦宏邦・帝京大学

●現象数理若手ミニシンポジウム 
第 1 回「進化による安定共存と反応拡散系の形態形成」
開催期間：2010年8月20日

会場：明治大学生田校舎中央校舎0610教室

世話人：�祖建（明治大学大学院D2） 

藤間　真（明治大学大学院D2）

10:00 -11:00　�「免疫細胞の個体群ダイナミクスと表現系変化に対

する数理研究」 

中岡慎治・東京大学

11:15 -12:15　�「進化的分岐と捕食者の安定的共存」 

祖建・明治大学大学院D2

13:10 -14:00　�「競合個体群の動的螺旋状共存状態」 

藤間　真・明治大学大学院D2

14:10 -15:00　�「反応拡散系に現れるカオスパルス波」 

矢留雅亮・北海道大学

● MAS Seminar
(Mathematical Sciences based on Modeling, Analysis and Simulation 

Seminar)

オーガナイザー：�三村昌泰（拠点リーダー） 

上山大信（事業推進担当者） 

若野友一郎（事業推進担当者） 

池田幸太（MIMS研究員） 

木下修一（GCOE-現象数理SPD）

第 27 回 MAS Seminar
開催日：2010年7月8日

会場：明治大学生田校舎第二校舎A館A207教室

16:30 -18:00　�「Strategies for Chemotaxis of Amoeboid Cells」 

西村信一郎・広島大学GCOE研究員、MIMS研究員

第 28 回 MAS Seminar
開催日：2010年7月22日

会場：明治大学生田校舎第二校舎A館A207教室

活 動 記 録

●先端数理科学Ⅰ「渋滞と数理」
開催期間：2010年8月2日〜5日

会場：明治大学駿河台校舎紫紺館3階会議室

コーディネーター：二宮広和・明治大学、事業推進担当者

8月2日

10:30 -12:00　�｢渋滞学入門」  

西成活裕・東京大学

13:00 -14:30　�「渋滞現象とセルオートマトン」 

西成活裕・東京大学

14:40 -16:10　�「流体力学として捉える車の流れ」 

佐宗章弘・名古屋大学

16:20 -17:50　�「渋滞と呼ばれる衝撃波」 

佐宗章弘・名古屋大学

8月3日

10:30 -12:00　�「OV 模型の基礎－非対称散逸多体系の相転移－」 

杉山雄規・名古屋大学

13:00 -14:30　�「OV 模型の応用－様々な現象への適用－」 

杉山雄規・名古屋大学

14:40 -16:10　�「渋滞解析のための数学：中心多様体と分岐理論1」　

二宮広和・明治大学、事業推進担当者

16:20 -17:50　�「渋滞解析のための数学：中心多様体と分岐理論2」　

二宮広和・明治大学、事業推進担当者

8月4日

10:30 -12:00　�「交通流・経済現象・気候変動にみる渋滞の起源」 

坂東昌子・NPO法人知的人材ネットワークあいん

しゅたいん

13:00 -14:30　�「インターネットにみられるパケット渋滞の数理」 

高安美佐子・東京工業大学

14:40 -16:10　�「物流の渋滞」　渡部大輔・東京海洋大学

16:20 -17:50　�「公共交通のダンゴ運転と渋滞」 

友枝明保・明治大学研究推進員、GCOE-現象数理ポス

ト・ドクター（PD）

8月5日

10:30 -12:00　�「粉体流の渋滞とパターン形成」 

中原明生・日本大学

13:00 -14:30　�「“生物の群れ・ロボットの群れ”と渋滞」 

菅原　研・東北学院大学

14:40 -16:10　�「生体内部での輸送現象－生物は渋滞も利用する!?－」 

有賀隆行・東京大学

16:20 -17:50　�「情報手段を持つバクテリア集団の巧みなコロニー

形成」 

三村昌泰・明治大学、拠点リーダー

● �Advanced Mathematical Sciences I 
「生物系に現れる模様，波，運動の数理」 

− Patterns, Waves and Motion in Biological Systems −
開催期間：2010年9月14日〜17日

会場：明治大学駿河台校舎紫紺館4階会議室

コーディネーター：三村昌泰（拠点リーダー）

9月14日

10:00 -11:30　�「The biological problem of pattern formation」　

Philip K. Maini・University of Oxford, U.K.

13:00 -14:30　�「Applications to biology of Turing's Model」 

Philip K. Maini・University of Oxford, U.K.

14:40-16:10　�「Population dynamics applied to social models」　

Mario Primicerio・Università degli Studi di Firenze, 

Italy

16:20-17:50　�「Modelling lung branching morphogenesis」 

三浦　岳・京都大学

9月15日

10:00-11:30　�「Waves from reaction-diffusion equations」 

Philip K. Maini・University of Oxford, U.K.

13:00-14:30　�「Models and problems in blood coagulation」　

Miguel Herrero・Universidad Complutense de 

Madrid, Spain

14:40-16:10　�「Collective behavior of micro-organisms induced by 

phototaxis」 

末松 J. 信彦・広島大学GCOE研究員、MIMS研究員

9月16日

10:00 -11:30　�「Modelling cancer」 

Philip K. Maini・University of Oxford, U.K.

13:00 -14:30　�「Mathematical models for invasion processes」

Miguel Herrero・Universidad Complutense de 

Madrid, Spain

14:40 -16:10　�「Mathematical models and pattern formation in 

chemotaxis」 Hyung Ju Hwang・Pohang University of 

Science and Technology, Korea

16:20 -17:50　�「Fractal analysis of electrocardiogram (ECG) and 

electroencephalogram (EEG)」　Sy-Sang Liaw・

National Chung Hsing University, Taiwan

9月17日

10:00 -11:30　�「Locomotion of animals」 

小林　亮・広島大学、事業推進担当者

13:00 -14:30　�「An equation of motion for cell-based 

morphogenesis」 本多久夫・兵庫大学

14:40 -16:10　�「Self-organization in biological systems」 

三村昌泰・拠点リーダー

●現象数理談話会（GCOE Colloquium） 
第 12 回現象数理談話会
開催日：2010年7月23日

会場：明治大学生田校舎第二校舎A館A401教室

16:30 -18:00　「量子酔歩奇譚」 今野紀雄・横浜国立大学

●�「非線形非平衡系の現象数理学の発展」シンポジウム 
GCOE レクチャーシリーズ 

「経済物理学」－基礎から最先端の話題まで－
講師：�高安秀樹（明治大学、客員教授・ソニーコンピュータサイエンス

研究所）

第 3 回「経済物理学」
開催日：7月12日

会場：明治大学生田校舎中央校舎6階0610教室
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16:30 -18:00　 「The generalized t -distribution on the circle」

Hai-Yen Siew・明治大学研究推進員、

GCOE-現象数理ポスト・ドクター（PD）

第29回MAS�Seminar
開催日：2010年9月27日

会場：明治大学生田校舎第二校舎A館A207教室

16:30 -18:00　 「Turing patterns in network-organized activator-

inhibitor systems」

中尾裕也・京都大学

●MEE�Seminar
(Mathematical Ecology & Evolution Seminar)

第26回MEE�Seminar
オーガナイザー： 若野友一郎（事業推進担当者）

中橋　渉（GCOE-現象数理PD）

開催日：2010年9月21日

会場：明治大学生田校舎第二校舎A館A303教室

14:40 -16:10　 「Group selection and group adaptation」

Andy Gardner・University of Oxford, U.K.

◆その他定期セミナー（共催）
●RDS�Seminar
(Reaction Diff usion Systems Seminar)

主催： 文部科学省科学研究費補助金基盤研究(S)

「非線形非平衡反応拡散系理論の確立」

組織委員： 二宮広和（明治大学、事業推進担当者）

廣瀬宗光（明治大学研究推進員、MIMS研究員）

若狭　徹（明治大学研究推進員、GCOE-現象数理

ポスト・ドクター（PD））

谷口雅治（東京工業大学）

中村健一（電気通信大学）

第6回RDS�Seminar
開催日：2010年7月5日

会場：明治大学生田校舎第二校舎A館A206教室

16:30-17:30　 「ある3成分反応拡散系の高速反応極限」

村川秀樹・富山大学

第7回RDS�Seminar
開催日：2010年8月25日

会場：明治大学生田校舎第二校舎A館A206教室

14:50 -15:50　 「様々な平面内の界面運動について」

矢崎成俊・宮城大学

◆その他研究集会等（共催・本学会場）
●第3回錯覚ワークショップ−横断的錯覚科学をめざして−
開催日2010年9月13日

会場：明治大学駿河台校舎紫紺館4階会議室

主催：明治大学先端数理科学インスティテュート

10:00 -11:00　 「錯覚コンテスト世界大会参戦報告」

杉原厚吉・明治大学、事業推進担当者

11:00 -12:00　 「主観色錯視による色覚メカニズムの研究」

福田玄明・東京大学

13:00 -14:00　 「パラドックスと錯覚」 伊藤大雄・京都大学

14:00 -15:00　 「消失錯視と知覚的フィリングイン」

蘭悠久・立命館大学

15:20 -16:20　 「錯覚とアニメツーリズム」

吉田正高・東北芸術工科大学

16:20 -17:20　 「錯覚とディジタルエステ」

荒川　薫・明治大学、事業推進担当者

・ 柴田達夫、平成22年度科学技術分野の文部科学大臣表彰 若手科学

者賞（2010.4）

・ Kokichi Sugihara "1st prize" 6th Annual Best Illusion of the Year 

Contest, （2010.5）

・ Kokichi Sugihara "Intermedia-Globe Silver" World Media Festival 

2010, （2010.5）

・ 杉原厚吉、第4回デジタルモデリングコンテスト最優秀賞（2010.8）

・ 野津裕史、山口将大、上山大信、若手最優秀ポスター賞、日本応用数

理学会2010年度年会（2010.9）

・友枝明保、応用数理学会論文賞（2010.9）

問い合わせ先
明治大学　教学企画部　グローバルCOE推進事務室

〒214-8571 神奈川県川崎市多摩区東三田1-1-1

TEL:044-934-7661/FAX:044-934-7660

gcoe@mics.meiji.ac.jp

http://gcoe.mims.meiji.ac.jp/
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【編集後記】 今回のニューズレター記事にありますが、2011年4月に「明治大学大学院先端数理科学研究科現象数理学専攻」が誕生します。これ
は、本グローバルCOEプログラムから派生した新しい大学院で、本拠点活動の教育部分を担当します（新たな博士前期課程設置に加え、これまで 
MIMS Ph.D.プログラムとして展開してきた博士後期課程プログラムを、新研究科の博士後期課程が引き継ぎます）。現象数理学専攻は「現象数
理学」を学ぶことができる日本唯一の大学院です。数理科学の最先端を、一緒に学びませんか？明治大学学外からの入学も歓迎します。詳しく
は http://www.meiji.ac.jp/ams/ をご覧ください。（U）
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